






要約  心疾患患児 13 名(8 歳-13 歳、平均 10.6 歳、男:女=11 : 2)において、エネルギー

消費量を基にした身体活動指数(Specific Activity Scare;SAS)による評価法(SAS スコア)

を用いた運動能力と全身骨および腰椎骨密度との関係を検討した。SAS スコアによる運動

能力評価で C1ass Iに分類されたものは 9名、C1ass Ⅱに分類されたものは 4名であった。

両群の身長および体重の標準偏差には差を認めなかった。両群における骨密度は腰椎骨密

度では有意差を認めなかったが、全身骨骨密度では C1ass Ⅱ群が Class I 群に比べ有意

に低値(p<0.05)であった。心疾患患児においてSAS スコアによる運動能力評価が低いほど

骨密度が低値であると考えられ、心疾患患児においては運動能力が骨密度特に全身骨密度

を反映することが示唆された。


